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【背景】 
クリスタル紫は検査の領域ではグラム染色に使用される試薬であるが、従来より殺菌効果
を示すことが知られており、外用薬として一部で使用されている。しかしながら Methicillin 
resistant Staphylococcus aureus（MRSA）などを含めた各種臨床分離株に対する殺菌効果に
ついては具体的な報告はなされていない。また臨床での応用を踏まえて、抗菌活性が得られ
る各種条件についても検討を行った。 
 
【対象および方法】 
供試菌株は 2013 年 1 年間に分離された臨床分離株 18 菌種、113 株および標準菌株 5 菌種
を使用した。本薬剤の各種細菌の Minimum Inhibitory Concentration （MIC）を判定した。
MIC 測定は Clinical Laboratory Standards Institute（CLSI）による微量液体希釈法に従っ
た。さらに MRSA については有機物添加時の影響、消毒剤としての濃度、温度、曝露時間に
よる影響を検討した。 
 
【結果】 
クリスタル紫はグラム陽性菌全般に対して良好な抗菌効果を示した。特に MRSA を含む黄
色ブドウ球菌の MIC range は 0.25-0.5μg/ml であり、MRSA の MIC90は 0.5μg/ml であった。
一方、グラム陰性菌については腸内細菌科の MIC90は 16-128μg/ml と全体的に高い傾向を示
した。臨床応用に向けて各種条件下における検討を行ったところ、アルブミンを添加すると
濃度依存性に MIC 値の上昇が認められたが、血球添加の影響は軽度であった。温度および曝
露時間について検討した結果、1%クリスタル紫溶液は 3℃、25℃、37℃において、曝露時間
30 秒で菌の発育を抑制した。0.2％では 25℃、37℃、曝露時間 1 分で菌の発育を抑制した。
 
【結論】 
今回の検討により、クリスタル紫はグラム陽性菌全般に比較的良好な抗菌効果を有するこ
とが明らかとなった。MRSA は 0.0005%濃度という非常に低濃度で抗菌効果を有し、その他、
VRE 、ESBLs、MDRP などの薬剤耐性菌に対しても、0.0256%よりも高い濃度のクリスタ
ル紫であれば抗菌効果は認められたことから、臨床的有用性は高いと考える。今後の臨床応
用が広がる可能性が示唆された。 
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